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毎
日
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る

ト
イ
レ
が
、災
害
で
突
然
使
え
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

市
は
、複
数
タ
イ
プ
の
災
害
用
ト
イ
レ
を
設
置
で
き
る
よ
う
に
対
策
し
て
い
ま
す
が
、

備
蓄
の
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。簡
単
に
使
え
る
携
帯
ト
イ
レ
な
ど
、家
庭
で
の
備
え
が
大
切
で
す
。 　

　
　
　
の
詳
細
は
、2
〜
４
面
で
紹
介

い
つ
も
の

ト
イ
レ
は

使
え
な
い

携帯トイレ①

①

④

仮
設
ト
イ
レ

②

自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ

③

〜

マンホール
トイレ

④

？
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募＝応募方法　　 @以下はcity.hiratsuka.kanagawa.jp　　 ＝電子申請システム　　問＝問い合わせ　　　　＝手話通訳

　災害が起こるたび、被災地は深刻なトイレ問題に直面してきました。1月に起きた能
登半島地震を受け、改めて災害時のトイレ対策が注目されています。
　今号では、能登半島地震の被災地である石川県の状況を交えつつ、トイレ問題が引
き起こす健康被害や平塚市が進める備え、家庭でできる対策などを紹介します。

問　災害対策課☎️21ー9734

　
「
ト
イ
レ
を
安
心
し
て
使
え
る

あ
り
が
た
さ
を
、
被
災
地
で
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
」と
話
す
の
は
、

市
保
健
師
の
佐
々
木
あ
づ
さ
さ
ん

（
右
写
真
）。
佐
々
木
さ
ん
は
、
能

登
半
島
地
震
の
被
災
地
で
あ
る
石

川
県
珠す

ず洲
市
に
、
神
奈
川
県
の
災

害
派
遣
隊
の
保
健
師
チ
ー
ム
と
し

て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
は

在
宅
避
難
を
し
て
い
る
方
の
健
康

調
査
を
し
た
り
相
談
を
受
け
た
り

す
る
班
と
、
聞
き
取
っ
た
情
報
を

珠
洲
市
の
保
健
師
が
活
用
で
き
る

よ
う
に
デ
ー
タ
化
す
る
班
に
分
か

れ
て
活
動
し
た
そ
う
で
す
。
活
動

期
間
は
１
月
26
日
～
31
日
。「
派
遣

さ
れ
た
１
月
下
旬
は
、
人
や
物
資

の
支
援
が
届
き
、
施
設
内
で
携
帯

ト
イ
レ（
1
面
①
）な
ど
が
使
え
る

状
態
で
し
た
」と
佐
々
木
さ
ん
。

「
地
震
発
生
直
後
は
、
整
備
が
追

い
付
か
ず
、
ト
イ
レ
か
ら
汚
物
が

あ
ふ
れ
出
た
り
、
野
外
で
排
泄せ

つ
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
り

し
た
よ
う
で
す
」と
続
け
ま
す
。

命
に
関
わ
る「
控
え
」

　
ト
イ
レ
は
使
え
る
状
況
で
あ
っ

た
も
の
の
、
不
便
さ
な
ど
か
ら
、

ト
イ
レ
に
行
く
頻
度
は
普
段
よ
り

減
っ
て
し
ま
っ
た
と
話
す
佐
々
木

さ
ん
。「
健
康
面
を
考
え
る
と
大
切

だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
ト
イ
レ

に
行
く
回
数
を
減
ら
そ
う
と
し

て
、
つ
い
水
分
や
食
事
を
取
る
の

を
控
え
て
し
ま
い
ま
し
た
」と
振

り
返
り
ま
す
。
自
身
も
体
験
し
た

こ
の
一
連
の
行
動
が
、
健
康
被
害

を
招
く
一
因
だ
と
話
し
ま
す
。

　
膀ぼ

う
胱こ

う
炎
や
便
秘
な
ど
、
い
つ
も

の
ト
イ
レ
が
使
え
な
い
こ
と
で
起

き
得
る
、さ
ま
ざ
ま
な
体
の
不
調
。

中
で
も
怖
い
の
が
、
車
中
避
難
な

ど
で
起
こ
り
や
す
い
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
症
候
群（
静
脈
血
栓
塞そ

く

栓せ
ん

症
）で
す
。「
水
分
補
給
な
ど
を
控

え
て
脱
水
状
態
が
続
く
と
、
血
中

濃
度
が
高
ま
り
血
栓
が
で
き
や
す

　

佐
々
木
さ
ん
は「
ト
イ
レ
の
衛

生
が
保
た
れ
な
い
と
、
す
ぐ
に
胃

腸
の
感
染
症
が
起
こ
っ
て
し
ま
う

ん
で
す
。派
遣
さ
れ
る
数
日
前
に
、

避
難
所
で
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
」と
公
衆
衛
生
が
悪
化

す
る
怖
さ
を
語
り
ま
す
。
佐
々
木

さ
ん
が
活
動
し
た
珠
洲
市
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
か
ら
災
害

派
遣
さ
れ
た
医
療
従
事
者
た
ち
の

拠
点
。
感
染
症
防
止
の
た
め
、
毎

朝
メ
ン
バ
ー
で
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
を
使
用
し
て
徹
底
的
に
清

掃
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
し
か
し

避
難
所
に
は
、
医
療
の
プ
ロ
と
同

じ
よ
う
に
、
意
識
し
て
衛
生
を
保

つ
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
現
実
が

あ
り
ま
し
た
。「
神
奈
川
県
に
戻
る

道
中
で
お
借
り
し
た
仮
設
ト
イ
レ

の
汚
れ
と
臭
い
に
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。排
泄
が
で
き
た
と
し
て
も
、

使
う
回
数
は
控
え
た
い
と
思
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
」と
表
情
を
曇
ら

せ
ま
す
。「
負
担
の
多
い
避
難
生
活

で
、
み
ん
な
が
使
う
ト
イ
レ
の
衛

生
ま
で
意
識
す
る
の
は
大
変
だ
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
平
時
の

今
、
不
衛
生
に
よ
っ
て
起
こ
り
得

る
健
康
被
害
や
、
一
人
一
人
が
マ

ナ
ー
を
守
り
衛
生
環
境
を
保
つ
重

要
性
を
、
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い

の
で
す
」と
力
を
込
め
ま
す
。

現
地
で
見
え
た
心
配
事

　
自
宅
避
難
の
場
合
、
避
難
所
ま

で
通
っ
た
り
自
宅
の
備
え
を
使
っ

た
り
し
て
排
泄
す
る
こ
と
が
、
一

定
期
間
続
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

佐
々
木
さ
ん
は
、
仮
設
ト
イ
レ

（
1
面
②
）を
使
う
た
め
に
自
宅
か

ら
避
難
所
な
ど
に
通
う
珠
洲
市
の

方
を
見
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
事

が
浮
か
ん
だ
と
か
。「
和
式
の
仮
設

ト
イ
レ
な
ど
は
、
下
の
タ
ン
ク
に

汚
物
を
た
め
る
構
造
で
、
高
齢
者

や
小
さ
い
子
ど
も
が
使
う
に
は
不

便
な
高
さ
で
す
。
雪
で
足
元
が
汚

れ
や
す
か
っ
た
の
で
、
衛
生
面
も

心
配
で
し
た
。
人
け
の
な
い
夜
間

の
安
全
面
も
気
に
な
り
ま
し
た
」。

　
子
ど
も
や
高
齢
者
、
配
慮
が
必

要
な
方
と
い
っ
た
多
様
な
視
点
で

見
た
と
き
に
現
れ
る
、
新
た
な
困

り
事
。「
避
難
所
で
は
ど
ん
な
ト
イ

レ
が
使
え
る
の
か
、
家
庭
で
は
ど

ん
な
備
え
が
必
要
な
の
か
、
事
前

に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
」と

呼
び
掛
け
ま
す
。

石川県志
し
賀
か
町
まち

の写真は、平塚市から派遣された応援職員（神奈川県との合同隊）が撮影した記録写真を掲載

く
な
り
ま
す
。
血
栓
が
血
管
を
流

れ
、
肺
に
詰
ま
り
肺
塞
栓
な
ど
を

起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
」。

　
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
厳
し

い
避
難
生
活
。
複
合
的
な
ス
ト
レ

ス
に
、「
ト
イ
レ
」が
必
ず
含
ま
れ

る
と
佐
々
木
さ
ん
は
感
じ
た
そ
う

で
す
。「
ト
イ
レ
は
排
泄
す
る
空
間

で
あ
る
と
同
時
に
、
一
人
で
ホ
ッ

と
で
き
る
空
間
で
も
あ
る
と
思
う

ん
で
す
。
そ
の
空
間
が
な
い
と
、

心
理
的
な
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
」と
語
り
ま
す
。
心

の
余
裕
が
な
く
な
り
、
周
り
の
方

と
の
不
和
が
生
じ
る
こ
と
を
心
配

し
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
ス
ト
レ
ス
の
中
で
、
災

害
関
連
死
に
も
つ
な
が
り
得
る
、

生
活
不
活
発
病
が
起
こ
る
こ
と
を

危
惧
し
ま
す
。「
食
事
が
取
れ
な
い

と
、
判
断
力
や
活
力
も
な
く
な
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。
動
か
な
い
状

態
が
続
く
と
、
筋
力
が
落
ち
る
な

ど
し
て
、
寝
た
き
り
の
状
態
に
な

る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
」。

　発災直後、トイ
レ対応が急がれた
石川県志賀町。急
きょ仮設トイレ（写
真）の担当になっ
た同町環境安全課

の的場尚恵さんは、必要台数の確
認・手配などに追われました。「す
ぐに事業者への手配はできたもの
の、設置には立ち会いが必要で、
各避難所を回るのは時間もかかり
大変でした」と振り返ります。避
難所からは「手すりが欲しい」とい
う要望も届いたと言います。
　また断水が長期化する中、排泄
物を固める凝固剤などが手に入ら
ず、捨て方が分からないという声
が多く寄せられたそう。「たくさん
の排泄物がそのままの状態で、燃

えるごみとして出されていて、処理
する事業者も困っていました」。
　4月26日現在、断水が解消して約２
カ月たちます。「自宅のトイレ工事が
追いつかず、避難所の仮設トイレを
利用する方もいますが、多くの避難
所では撤去が進んでいます」と現状
を話す的場さん。少しずつ落ち着い
てきた今、災害派遣などの人的支援
が心強かったと振り返ります。「避難
所の皆さんが快適にトイレを使えた
のは支援のおかげです。仮設トイレ
のタンクへの給水や掃除、避難者の
困りごとの伝達など、目が届かない
部分の支援に本当に助けられまし
た」と感謝を語りました。

2
カ
月
続
い
た
断
水
生
活

富
山
県

氷
見
市

羽咋市

中能登町

かほく市

津幡町

宝達志水町

七
尾
市

輪島市

穴水町

能登町

珠洲市

志
賀
町

能　登　半　島　地　震

震度６強を観測。死者数１００人以上
（災害関連死を含む）。最大4,８００戸で断水、
現在も約２，32０戸で続く。

能登半島地震で
の最大震度７を
観測。
死者数２人。
最大約８,８００戸
で断水、３月２日
に解消。

紙面で紹介する石川県２市町の状況
（４月２６日現在）。国・石川県の発表を
基に平塚市広報課で作成。

は くい

ほうだつ

つばたまち

ひ 

みしみずちよう
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地
震
に
よ
り
地
面
が
揺
れ
る

と
、
下
水
道
施
設
で
あ
る
下
水
管

や
ポ
ン
プ
場
が
被
災
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。分
か
り
や
す
い
の
は
、

下
水
道
本
管
に
亀
裂
が
入
っ
た

り
、
管
や
マ
ン
ホ
ー
ル
の
つ
な
ぎ

目
が
ず
れ
た
り
す
る
他
、
液
状
化

に
よ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
き
上
が

り
な
ど
の
被
害
で
す
。
こ
う
し
た

被
害
で
下
水
道
の
使
用
が
制
限
さ

れ
た
場
合
、
ト
イ
レ
の
使
用
に
も

影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
平
塚

市
災
害
対
策
課
主
査
の
香
取
祐
亮

さ
ん（
左
囲
み
上
写
真
）は
、「
平
塚

で
も
強
い
揺
れ
の
影
響
で
、
ト
イ

レ
の
先
に
あ
る
下
流
部
分
が
被
災

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は

力
を
入
れ
て
、
ト
イ
レ
対
策
を
進

め
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
整
備

　

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
と
し

て
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ（
1
面
④
）。

マ
ン
ホ
ー
ル
の
上
に
簡
易
的
な
洋

式
便
座
や
、
テ
ン
ト
な
ど
の
仕
切

り
を
設
け
る
だ
け
で
す
ぐ
に
使
え

る
こ
と
か
ら
、
避
難
所
へ
設
置
す

る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
平

塚
市
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
、
貯

留
型
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ（
左

囲
み
）の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
断
水
時
で
も
安
心
し
て
使
え
る

の
が
貯
留
型
の
強
み
で
す
」と
香

取
さ
ん
は
説
明
し
ま
す
。

　
同
ト
イ
レ
は
、
子
ど
も
と
保
護

者
が
一
緒
に
入
っ
た
り
、
介
助
が

必
要
な
方
が
使
っ
た
り
で
き
る
よ

う
、
配
慮
も
さ
れ
て
い
ま
す
。「
段

差
が
な
い
の
で
子
ど
も
や
高
齢
者

も
使
い
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
配
慮
が
必
要
な
方
も
安
心
し
て

使
え
る
よ
う
、
各
避
難
所
に
設
置

す
る
５
基
の
う
ち
１
基
の
テ
ン
ト

を
、
広
い
造
り
に
し
て
い
ま
す
」。

安
心
し
て
使
え
る
配
慮

　

多
く
の
方
が
過
ご
す
避
難
所
。

全
員
が
常
設
の
ト
イ
レ
を
使
っ

て
、
自
力
で
排
泄
で
き
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
や
排
泄
介
助

が
必
要
な
方
の
ト
イ
レ
対
策
も
必

須
で
す
。
市
で
は
、水
を
使
わ
ず
、

リ
モ
コ
ン
操
作
に
よ
る
90
秒
の
熱

圧
着
で
、
排
泄

物
を
個
包
装

（
ラ
ッ
プ
・
下
写

真
）に
し
て
密
封

で
き
る
、
自
動

ラ
ッ
プ
式
ト
イ

レ（
1
面
③
）を
全
避
難
所
に
配
備

し
て
い
ま
す
。
ラ
ッ
プ
し
た
汚
物

は
臭
気
も
細
菌
も
遮
断
さ
れ
る
の

で
衛
生
的
。
排
泄
物
や
使
用
済
み

の
お
む
つ
な
ど
を
密
封
・
個
包
装

で
き
る
の
で
、
汚
物
に
触
る
こ
と

な
く
処
理
で
き
ま
す
。「
安
心
し
て

使
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
福

祉
避
難
所
な
ど
で
介
助
す
る
方
の

支
援
に
も
つ
な
が
っ
た
ら
と
思
い

ま
す
」と
香
取
さ
ん
は
期
待
を
込

め
ま
す
。

想
定
避
難
者
の
３
日
分

　
避
難
所
な
ど
の
公
衆
衛
生
の
悪

化
を
防
ぐ
た
め
に
重
要
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
の
が
、
震
災
直
後
の
ト

イ
レ
対
応
で
す
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
や
自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
の

他
に
、
市
に
は
10
種
類
の
ト
イ
レ

の
備
え
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
ま
ず
初
め
に
設
置

を
想
定
し
て
い
る
の
が
携
帯
ト
イ

レ
で
す
。「
携
帯
ト
イ
レ
は
、
袋
を

広
げ
て
便
器
に
か
ぶ
せ
る
だ
け
で

簡
単
に
使
え
ま
す
。
市
で
は
排
泄

す
る
袋
と
排
泄
物
を
吸
収
す
る
凝

固
シ
ー
ト
が
一
体
化
し
た
型
を
用

意
し
て
い
ま
す
」と
香
取
さ
ん
。

「
使
用
後
に
袋
の
口
を
し
ば
れ
る

作
り
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
続
け

ま
す
。
在
宅
避
難
を
含
む
、
想
定

避
難
者
９
７
５
０
人
が
使
う
３
日

分
の
携
帯
ト
イ
レ
を
、
市
内
避
難

所
の
防
災
倉
庫
に
分
散
備
蓄
し
て

い
ま
す
。
３
日
分
の
備
蓄
は
、
内

閣
府
が
災
害
ト
イ
レ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
定
め
る
、
ト
イ
レ
の
平
均
的

な
使
用
回
数「
１
人
当
た
り
１
日

５
回
」で
算
出
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
備
蓄
は
想
定
避
難
者
の
3

日
分
。
ト
イ
レ
を
使
え
な
い
期
間

が
長
く
な
る
場
合
も
あ
り
得
ま
す
。

3
日
目
以
降
や
25
万
人
を
超
え
る

全
市
民
分
ま
で
は
カ
バ
ー
で
き
ま

せ
ん
。
香
取
さ
ん
は
、
個
人
の
備

え
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
す
。「
発

災
時
に
備
え
て
最
低
で
も
3
日

分
、
な
る
べ
く
１
週
間
分
の
ト
イ

レ
対
策
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
」。

便
器
の
上
か
ら
か
ぶ
せ
る
の
で

衛
生
的
に
使
え
る（
左
）し
っ
か

り
結
ぶ
と
臭
気
を
防
げ
る（
右
）

浮
き
上
が
る
マ
ン
ホ
ー
ル

（
石
川
県
志
賀
町
内
）

貯留槽（写真④）
汚水をためる。
下水道本管が被災していなければ
使用せず直接下水道へ流すことも可能。

耐震性に優れた砕石基礎が可能な
配管。液状化に強い管路を形成。

テントと洋式便座（写真③）洗浄ユニット
貯水槽（写真①）

リブ付き
小型マンホール
（写真②）

排泄物を流す
水をためる。

下水道本管

リブパイプ

傾斜がある。注水用の栓

断水時も使えて衛生的
　市が整備を進める貯留型のマンホールトイレは下
水道本管が被災しても、定期的に排泄

せつ

物を貯留水で
流し、3日分の汚水が貯留できる造りになっていま
す（下図）。また耐震性にも優れています。令和９年
度までに、避難所となる44カ所の施設への設置を目
指し整備を進めています。現在９カ所への整備が完
了。本年度は新たに10カ所に設置予定です。

①注水用の栓を外すと洗浄用の
水が流れる②小型マンホールを
開け③組み立て式トイレとテン
トなどを設置。３人で１基あたり
約10分で組み立てられる④汚水
をためる貯留槽の内部

① ②

③④

　過去の震災では、発災３時間以内に約４割の人がトイ
レに行きたくなったという調査結果があります。流せ
ない水洗トイレに排泄してしまうと、便器は排泄物で
満杯になります。災害時にすばやく対応するには、建
物内のトイレに携帯トイレを取り付けるのが効果的。
携帯トイレを用いた初動対応は、排泄ニーズを満たす
とともに衛生的な環境を守ります。
　災害時にトイレが使えなくなることで引き起こされ
る問題は「災害関連死」「心理的負担による不和」「感染
症」の三つです。災害時のトイレ問題を繰り返さない
ためにも、まずはトイレの不便・不衛生が、命と尊厳
に関わる問題であると理解することが大切です。

切 れ 目 の な い ト イ レ 支 援
　災害時は、切れ目なくトイレを確保する必要があり
ます。仮設トイレなどの配備には時間を要することが
あるので、まずは便器に取り付けるだけの携帯トイレ
や簡易トイレで対応します。次にマンホールトイレを

島村 允
まさ

也
や

さん
日本トイレ研究所

排
泄
は

待
っ
た
な
し

　トイレから環境・文
化・教育・健康を考え、
全ての人が安心してト
イレを利用でき、共に
暮らせる社会づくりを
目指し活動するNPO団
体。災害時のトイレ調
査や研修、子どもたち
のトイレ・排泄教育、
まちのトイレのバリア
フリーなどの活動を柱
にしながら、トイレ環
境はどうあるべきかを
考えて活動している。
市災害対策課のYouTube
チャンネル「防災ひら
つか」（２次元
コード）でも
コラボ。

立ち上げ、最後に仮設トイレなどを調達する、といっ
たように時間経過に応じて複数タイプの災害用トイレ
を組み合わせることが求められます。平塚市のように
複数タイプの災害用トイレを備えておくことは効果的
です。車中避難者や支援者へのトイレ対応としても、
マンホールトイレや仮設トイレは役に立ちます。

家 庭 で の 備 え が 重 要
　個人の備えも重要です。携帯トイレは、さまざまな
種類があります。使いやすさなど、一度試しておくと、
いざというときに使う心のハードルが下がるのでお勧
めです。
　携帯トイレの他に、衛生・安全のための防災用品も
必要な備えです。具体的には、トイレットペーパーや
手指衛生を保つための消毒剤・ウェットティッシュ、
停電時にトイレを明るくする照明（両手がフリーにな
るもの）、使用済みの携帯トイレを一時保管するため
のふた付きの容器などがあります。

4面
す
ぐ
に
で
き
る

家
庭
の
対
策

日本トイレ研究所
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募
　
　
集

応
募
方
法
は

右
　
　
　
　

0

募のある記事は事前に
応募が必要です
必要事項は郵便番号・
住所・氏名（ふりがな）・
電話番号です
受付開始日の記載が
ない場合、5月20日（月）
午前8時30分から、受け
付けます
メ ー ル の 場 合、 @以 下 に、
city.hiratsuka.kanagawa.jpを
付けてください
eの場合、電子申請システム（e

イー
- 

k
カ ナ ガ ワ
anagawa）で応募

できます。右の2
次元コードからも
アクセスできます
市役所への郵便物は、〒254-8686
平塚市役所○○課で届きます

募
応
方
法

上
級
救
命
講
習
会

　
心
肺
蘇
生
法
や
止
血
方
法
な
ど

を
学
び
ま
す
。

　

土
曜
日
。
消
防
署
本
署（
浅
間

町
９
―
１
）。
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
中
学
生
以
上
の
方
、
各
講

習
会
25
人（
先
着
順
）。筆
記
用
具
。

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

講
習
会　
６
月
15
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時
。
２
１
０
０
円
。

再
講
習
会　
６
月
22
日
午
前
９
時

～
正
午
。
上
級
救
命
講
習
会
の
受

講
か
ら
３
年
程
度
経
過
す
る
方
。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
５
月
21

日（
火
）か
ら
、
本
館
３
階
の
消
防

救
急
課
☎
21
―
９
７
２
９
へ
。

少
年
野
球
大
会

　
７
月
19
日（
金
）～
８
月
４
日

（
日
）。
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
相

石
ス
タ
ジ
ア
ム
ひ
ら
つ
か（
大
原

１
―
１
）な
ど
。
①
小
学
生
学
童

の
部（
１
～
６
年
生
）②
小
学
生

ジ
ュ
ニ
ア
の
部（
１
～
４
年
生
）③

中
学
生
の
部
。
市
内
在
住
・
在
学

の
小
・
中
学
生
。
１
チ
ー
ム
５
０

０
０
円
。
試
合
日
程・会
場・チ
ー

ム
編
成
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ウ
ェ

ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　
市
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
応
募
用
紙

を
、
メ
ー
ル
で
、
５
月
31
日（
金
）

ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
31
―
３

０
６
０

sports@

へ
。

米
作
り
体
験

　
田
植
え
・
草
取
り
・
稲
刈
り
体

験
・
も
み
す
り
見
学
を
し
ま
せ
ん

か
。
収
穫
時
に
１
組
に
つ
き
15
㌕

の
玄
米
を
配
り
ま
す
。
雨
天
時
は

内
容
・
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
６
月
22
日（
土
）、
７
月
20
日

（
土
）、
10
月
19
日（
土
）・
20
日

（
日
）、
全
４
回
、
午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分（
10
月
19
日
は
午
後

１
時
～
３
時
・
10
月
20
日
は
午
前

９
時
30
分
～
11
時
）。
平
塚
中
央

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
水
田
。

代
表
者
が
20
歳
以
上
の
家
族
20
組

（
抽
選
）。
１
組
１
万
円
。

募　
市
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
応
募
用
紙

を
、
郵
送
で
、
５
月
17
日（
金
）～

31
日（
金
）に
、
〒
259
―
1214
飯
島
117

平
塚
中
央
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
い
合
わ
せ
は
、
農
水
産
課
☎
35

―
８
１
０
２
へ
。

小
学
生
向
け
電
子
図
書
館
体
験

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
で
、
電
子
図

書
館
を
体
験
し
ま
す
。

　
６
月
16
日（
日
）午
前
10
時
～
11

時
。
中
央
図
書
館（
浅
間
町
12
―

41
）。
市
内
在
住
・
在
学
で
図
書

館
の
利
用
者
登
録
を
し
て
い
る

小
学
生
と
保
護
者
６
組（
先
着

順
・
１
組
３
人
ま
で
）。
図
書
館

カ
ー
ド
。

募　
図
書
館
ウ
ェ
ブ
や
中
央
図
書

館
☎
31
―
０
４
１
５
に
あ
る
応
募

用
紙
を
、
直
接
、
５
月
21
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
同
館
へ
。

0

女
性
の
た
め
の
無
料
法
律
相

談
会

　
親
権
・
養
育
費
・
財
産
分
与
な

ど
、
夫
婦
関
係
に
ま
つ
わ
る
悩
み

を
弁
護
士
に
相
談
し
ま
せ
ん
か
。

　
６
月
24
日（
月
）①
午
前
９
時
30

分
②
10
時
20
分
③
11
時
10
分
④
午

後
０
時
50
分
⑤
１
時
40
分
⑥
２
時

30
分
⑦
３
時
20
分（
各
時
間
帯
40

分
）。
本
館
７
階
人
権
・
男
女
共

同
参
画
課
。
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
、初
め
て
相
談
す
る
女
性
、

各
時
間
帯
１
人（
抽
選
）。
未
就
学

児
の
保
育
も
あ
り
ま
す
。

募　
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番

号
・
①
～
⑦
の
う
ち
来
所
で
き
る

全
て
の
番
号（
保
育
を
希
望
す
る

場
合
は
子
ど
も
の
人
数
と
氏
名
・

年
齢
も
）を
、電
話・フ
ァ
ク
ス・↓

　携帯トイレは市災害対策課も備えを勧めて
います。ユニディ湘南平塚店（久領堤１−２）・
コーナン平塚市役所前店（浅間町10―12）・ロ
イヤルホームセンター湘南大磯（大磯町高

こ

麗
ま

３
―４―１7）などの店舗やインターネットで購入で
きます。
　ユニディ湘南平塚店の東田真弥さん（上写
真）は「携帯・簡易トイレは、震災が起きると
特に売り上げが伸びます。今年の能登半島地
震の後も買う方が多かったです」と話します。
在庫状況などは、各店舗をご確認ください。

　自治会の防災訓練や市内外のイベントなど
で活躍するボランティア団体、女性防災クラ
ブ平塚パワーズ（上写真）。女性の視点を生か
した防災啓発活動を30年近く続けています。
　個人でできるトイレ対策として、同団体は

「ダンボールトイレ」を勧めます。「ダンボール
トイレは重さに強いんです。体重100㌕ある
方が座っても大丈夫。安心して座って排泄

せ つ

で
きるように作り方を考えました」と話すのは
同団体副会長の木村美江子さん（左下写真右
から3番目）。「身近にある物だけで作れるので
低コストで用意できます」と利点を語ります。

　ダンボールトイレの現在の形が完成したの
は平成2２年。同団体は平成23年３月６日に宮城
県仙台市の防災イベントに参加して、トイレ
も紹介していました。仙台市は11日に起こる
東日本大震災の前震の影響で、すでにトイレ
が使えない状況でした。そのためダンボール
トイレへの関心はとても高かったそう。避難
生活をする方はダンボールを使った応急トイ
レを作ったものの、不安定で高齢者が怖がっ

て使ってくれないという悩みを抱えていまし
た。「たくさんの人が展示に集まってくれまし
た。実際に座って『これなら安心して使える』
と喜んでもらえましたよ」と振り返ります。
　5日後に起きた東日本大震災。「安心だと
知ってもらえたトイレを被災地で作ってほし
い」とすぐに行動を起こしました。「平塚市の
災害対策課から仙台市に作り方をメールで
送ってもらったんです。被災地では作り方を
印刷した紙を避難所に配って、活用してくれ
たそうです」。被災地には、支援物資が入っ
たダンボール箱が多く届くので、災害時でも
材料がそろうのもこのトイレの強み。「応急ト
イレとしてもすぐに作れます。もちろん自宅
の備えとして作っておくのもお勧めですよ」。
　災害はいつ起こるか分かりません。自分や
家族の健康を守るため、自分ができるトイレ
対策をしておきましょう。

　今回は、災害時に活躍する家庭の備えとして、①身近な場所で
購入できるトイレと、②身近な物で作れるトイレを紹介します。

①Aを横向きに置き、Bの大きさに合わせ
た印を付ける。短い一辺を残し、５㍉㍍
内側を切る。
②Bのふた部分は粘着テープで固定。③
の後、奥に補強用ダンボールを一つ入れ
てからAに入れる。
③補強用に用意したダンボールを粘着

テープで巻き、AとBのすき間1〜4の大き
さ合わせた補強材を作る。Aの便座のふた
部分も水に弱いのでテープで補強する。
④粘着テープでAの側面を固定。ポリ袋
大を全体にかぶせ、ポリ袋小には裂いた
新聞紙などを入れ使う。ペット用の砂も
お勧め。１回ごとに捨てるので衛生的。

作 っ て み よ う
ダンボールトイレ

材料　ダンボールA(横45・縦30・高さ30㌢㍍ )・B(横３０・縦２０・
高さ30㌢㍍ )、補強用ダンボール（雑誌や古着でも代用可）・
粘着テープ、ポリ袋大（９０㍑）・小（４０㍑）。各サイズは目安。

YouTube（２次
元コード）から
も見られます

❷ 低コストで安定感も抜群
　 ダンボールトイレ

❶ 簡単に使える携帯トイレ

被 災 地 か ら 安 心 の 声

A

便座のふた

作り方 ①
②

A B

粘着
テープ

上から見た図

③

AB
B
１

２

３

４

すき間１～４ ④

AB

AとBのすき間１～４に入れる
補強材が安定感を生む

AB
ポリ袋大

（Bの大きさ）


	広報ひらつか第1247号1面
	広報ひらつか第1247号2面
	広報ひらつか第1247号3面
	広報ひらつか第1247号4面
	広報ひらつか第1247号5面
	広報ひらつか第1247号6面
	広報ひらつか第1247号7面
	広報ひらつか第1247号8面



